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Abstract

The purpose of this study is to consider the feasibility of the use

of the labour force survey（LFS）Thailand and find characteristics

of the survey results. The LFS Thailand is a statistical survey and

we can obtain results of the survey easily. To combine and reshape

the results, we use R（Ver. ４.０.２）, a statistical environment. We

found two results. First, the filenames of LFS results give us fruit-

ful information such as region, year, and type of results. Reading

the survey results, however, often confront challenges such as mul-

tibyte characters and unnecessary characters. Second, The data in-

cludes some interesting characteristics such as regime-switching

and dramatic fluctuation in specific targets.

Keywords : Labor force survey, Human resouce abundance, Thai-

land
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目的

目的

本研究は，タイ王国政府が実施するLabour force survey（以下，タイ

LFS）が有する性質を明らかにすることを目的とする。タイLFSは，わが
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国における労働力調査に相当する統計調査である。特に，下記２点に着目す

る。

１．データを読み込む勘所はなにか。

２．年齢階級・地方・性別労働力勢力および関連指標にみられる特徴はな

にか。

タイにおける労働に関する研究は，数多く存在する。第二次大戦後に急激

な経済成長を遂げたこと，生産拠点として海外直接投資を積極的に受け入れ

たために注目されたことが，研究を盛んにする原因と考えられる。生産拠点

として海外直接投資を受け入れる以上，人的資源が有する能力に注目が集ま

ることは当然である。たとえば，回帰分析を用いて人的資本不平等が経済成

長に与える影響を考察する研究（Uddin ２０１９; Uddin and Sarntisart

２０１９），人的資本と労働生産性との関係を解明し生涯学習を促す研究

（Rukumnuaykit and Pholphirul２０１６）など，人的資本形成に関する研究

は数多い。教員に対する注目は，人的資源供給源となった農村と都市との不

平等が年来問題とされてきたことを反映すると考えられる。その農村におけ

る労働に関する研究も盛んである。コンバインを収穫に用いるかどうかにつ

いて，家族構成という観点から考察する研究が存在する（Poungchompu and

Chantanop２０１６）。農村において産業労働に人手を奪われることで労働力は

不足しており，特に広い田畑と家族が少ない世帯においては，コンバインを

使う傾向にあるという。さらに，国内労働移動がもたらす知識や多様な職業

や就業形態が地域におけるレジリエンスを形成するなど，枚挙に暇がない

（Junge, Revilla Diez, and Schätzl２０１５）。

主要な情報源としてタイ LFSを用いた研究もいくつか存在する（表１）。

やはり賃金に関する研究は多い。性別賃金差異について検討した研究

（Paweenawat and McNown２０１８）は，賃金において性差が存在するが差
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Table １:タイ LFSを用いた研究例

全国２００７-２００９２０１５Paweenawat and Vechbanyongratana

全国１９９５-１９９８２００８Hawley

全国１９７１-２００９２０１５Charoenloet

全国２００７-２０１０２０１５Tangtipongkul

全国。 Urban / ruralにて区分２００９２０１６Phanwin et al.

全国１９９０-２０１３２０１５Saiyut et al.

全国。 Urban / ruralにて区分１９８４-２００４の Q３２０１８Paweenawat and McNown

全国２０１２２０１９Uddin

全国１９８５,１９９５,１９９８２００４Hawley

地方利用年次出版年著者

異は次第に縮小しつつあることを述べる。学歴が賃金に対して正の効果を与

えることも述べられる（Tangtipongkul ２０１５）。ただし，大卒労働力が増え

るにしたがって学籍が賃金に与える影響は小さくなっていることが指摘され

る。以上から，高等教育を普及させる政策を転換する必要があることが述べ

られる。教育水準が過剰であるかを検討した研究（Paweenawat and Vech-

banyongratana ２０１５）も，同様な提言をおこなう。いまやタイは学歴がた

だちに賃金に直結しない，あるいは学歴があることがより高い賃金を獲得す

るための必要条件となったことがうかがえる。

都市と地方に居住する女性労働力にみられるワークライフバランスを検討

した研究（Yokying et al.２０１６）は，都市と地方において，女性労働力が労

働と家事と余暇にどう時間を配分するかを検討する。都市においては労働時

間を短縮して家事をいとなむ時間を捻出する一方，地方においては余暇を短

縮して家事を営む時間を捻出するという。さらに，地方に住む人々は収入が

増えると余暇時間を節約するようなものを購入する傾向があるという。グ

ローバライゼーションと産業化がタイ労働市場に与えた影響を考察する研究

（Charoenloet２０１５）も，長期的な展望を知ることに資する研究である。

とはいえ，タイLFSが有する性質や，タイ労働力が有する性質について
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仔細に検討する例は少ない。近年タイにおいても人口構造が変容しつつある

が，こうした変容を勘案する例は少ない。より子細な検討が期待される。

対象と方法

タイLFSは，１９６３年から開始された。当初は年１回実施される調査であっ

たが，１９７１年からは年２回調査されるようになった。１９８４年から１９９７年にか

けては年３回調査を実施，１９９８年からは四半期毎に調査が実施されるように

なった。２００１年以降は毎月調査が実施されるようになった。調査担当官庁は

NSO（タイ国家統計局）である。

本研究はこのうち，２００７年以降に公開された地方別四半期データを取り扱

う。地方別データが完備されるからである。タイにおける経済成長を担った

女性労働力は，１９９０年代初頭までに工業労働力へ転化されたことが知られる

（Falkus ２０００）。もともと家族労働力として組み込まれていた女性労働力

が，急激な人口圧と進出企業による未熟練・未教育労働者に対する需要に後

押しされて工業労働力へと転換したのである（Ouyyanont１９９８）。

こうした研究からすれば，前記対象期間は，タイにおける経済成長を議論

するには時期外れである。しかし，既往研究が対象とする期間後における動

向を明らかにすることや，既往研究が論じなかった地域別差異について論じ

ることによって貢献するであろう。

タイLFSによる調査項目は，ほぼ ILO勧告に沿う。ただし，Current labour

forceや季節労働者に関する区分など，ILO勧告にはない項目についても調

査される。調査結果は都県および地方別に集計・公表される。都県とは，わ

が国都道府県に相当する地方行政区画である。タイにおいて都はバンコク都

のみであり，他はすべて県である。都県は２０２０年１２月時点において７７都県が

存在する。地方とは，上記都県を５つにまとめた区分である。すなわち，バ

ンコク都，中部，北部，東北部，南部である。図１は，タイ都県および地域

区分を示す。首都バンコクは中部と呼ばれる地方に囲まれ，中部は北部・東
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Figure １:タイ都県および地域区分。太線が地域区分を，細線が都県行政境を示す。

地図データは GADM（https://gadm.org/index.html）より２０２０年１０月に獲得

した。

北部・南部に各々接することがわかる。

多くの国におけるLFS同様，タイLFSも標本調査である。タイLFSは，

層化２段階抽出を実施する。第一層は都県によって，第二層は都市であるか

どうかによって区分される。第二層における都市は，タイ地方管理局による

基準によって判別される。バンコク都内にある区はすべて都市に分類され

る。

上記第二層毎に，調査区が設定される。調査区は人口センサスをもとに，

人口及び世帯数がほぼ均等に含まれるように設定される。調査区合計数は

１２７,４６０である。さらに確率比例抽出によって５,９７０調査区が調査対象として

抽出される。抽出数は５,９７０である。
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標本抽出のため，いわゆるローテーションサンプリング（Eckler １９５５）

が実施される。ローテーションサンプリングを実施するにあたって，調査区

は４分割される。分割された調査区は，PSU setと呼ばれる。各PSU setに

は１１世帯が配置される。したがって，PSU全体には４４世帯が含まれる。各

PSU setは２-２-２と呼ばれる形式で利用される。すなわち，４分割された各

PSU setは２四半期（６ヶ月）調査対象となり，その後２四半期休止を経て

再び２四半期調査対象となる。各四半期において利用されるPSU setは２

つで，１年以内にすべてのPSU setが利用される。また，各四半期には都

市部においては１６世帯が，非都市部においては１２世帯が調査対象となる。抽

出された結果をもとに，比推定を用いて各指標が推定される。

２０２１年現在は，NSO（http://nso.go.th/sites/２０１４）が公表する集計によれ

ば，推定された勢力は，就業状態区分にしたがって分類される。すなわち，

・MALE

－Total Labor Force: All persons１５years of age and over, who during

the survey week, were in the current labor force as defined above or

were classified as seasonally inactive labor force as defined above.

－Current labor force: All persons１５years of age and over who, dur-

ing the survey week, were either employed or unemployed as de-

fined above.

－Employee: Persons,１５years of age and over who during the survey

week,

１．worked for at least one hour for wages/salary, profits, dividends

or any other kind of payment, in kind; or

２．did not work at all or worked less than one hour but - receives

wage/salary, profits from business enterprise or farm during the

period of absence; or - not receive wage/salary, profits from busi-
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ness enterprise or farm during the period of absence but had

regular jobs or business that they would be return to work.

３．worked for at least one hour without pay in business enterprises

or on farms owned or operated by household heads or members.

－Unemployed: Persons,１５years of age and over who during the sur-

vey week did not work even for one hour, had no jobs, business en-

terprise or farms of their own. Persons in this category include:

１．those who had been looking for work, applying for a job or wait-

ing to be call to work during the last３０ days before interview’s

date.

２．those who had not been looking for work during the last３０days

before interview’s date but available for work during the last７

days before interview’s date.

－Seasonally inactive labor force: Persons１５ years of age and over,

who during the survey week, were neither employed nor unem-

ployed as defined above, but were waiting for the appropriate sea-

son, being persons who usually worked without pay on farms, or in

business enterprises engaged in seasonal activities owned or oper-

ated by the head of the household or any other member of the

household.

－Persons not in Labor Force: Persons classified in this category are

those who were neither employed nor unemployed during the sur-

vey week, nor classified as seasonally inactive labor force as defined

above.

と区分される。

上記に基づいて実施された結果を集計・作成されたデータは， NSOウェ
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ブサイトからだれでもダウンロード可能である。ダウンロードされるファイ

ルはすべてMSExcel形式である。全国・地域・都県別に集計・配布される。

ただし，都県別データについては，全国・地域別データと同じ観点によって

集計されたデータをダウンロードできるとは限らない。

結果

タイ LFSデータを自動読込する勘所

LFSは，地方レベルにおいてはデータが完備される。２０２０年１２月時点に

おいてダウンロードできる集計結果は，下記１９種類である。これらは四半期

毎に各々異なるファイルにて提供される。したがって，時系列データを作成

するには，四半期毎に提供されるデータをすべて読み込み，統合する必要が

ある。

１．POPULATION１５YEARS AND OVER BY AGE GROUP, LABOR

FORCE STATUS AND SEX

２．POPULATION１５ YEARS AND OVER BY MARITAL STATUS,

LABOR FORCE STATUS

３．POPULATION１５ YEARS AND OVER BY LEVEL OF EDUCA-

TIONAL ATTAINMENT, LABOR FORCE STATUS

４．EMPLOYED PERSONS BY LEVEL OF EDUCATIONAL ATTAIN-

MENT, OCCUPATION AND SEX

５．EMPLOYED PERSONS BY LEVEL OF EDUCATIONAL ATTAIN-

MENT, INDUSTRY

６．EMPLOYED PERSONS BY WORK STATUS, OCCUPATION

７．EMPLOYED PERSONS BY WORK STATUS, INDUSTRY

８．EMPLOYED PERSONS BY OCCUPATION AND INDUSTRY
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９．EMPLOYED PERSONS BY OCCUPATION, HOURS WORKED

PER WEEK, AVAILABILITY FOR ADDITIONAL WORK

１０．EMPLOYED PERSONS BY INDUSTRY, HOURS WORKED PER

WEEK, AVAILABILITY FOR ADDITIONAL WORK

１１．EMPLOYED PERSONS BY WORK STATUS, HOURS WORKED

PER WEEK, AVAILABILITY FOR ADDITIONAL WORK

１２．EMPLOYED PERSONS BY AGE GROUP, HOURS WORKED PER

WEEK, AVAILABILITY FOR ADDITIONAL WORK

１３．UNEMPLOYED PERSONS, SEEKING JOP BY DURATION OF

SEEKING JOP, LEVEL OF ED-UCATIONAL ATTAINMENT

１４．UNEMPLOYED PERSONS, EVER WORKED BY LAST OCCUPA-

TION

１５．EMPLOYEE BY AVERAGE WAGE, FRINGE BENEFIT, INDUS-

TRY

１６．PRIVATE EMPLOYEE BY AVERAGE WAGE, FRINGE BENE-

FIT, INDUSTRY

１７．GOVERNMENT EMPLOYEE BY AVERAGE WAGE, FRINGE

BENEFIT, INDUSTRY

１８．EMPLOYEE BY OCCUPATION, INCOME CLASS

四半期毎に提供されるデータを識別することは難しくない。調査時期や地

方，内容はファイル名から類推可能である。たとえば，００_S-lfs-q_２５４４_１００

_００００００_００１００.xlsというファイル名は，

０１－S－lfs－q－ ２５４４ －１００－００００００－００１００ .xls
� �� ��� ��

２５４４２００１ MSExcel

という情報を含む。ファイルを読み込む際にファイル名を獲得すると，こう
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した情報も獲得可能である。冒頭２文字が００である場合は全国，０２は中部，０３

は北部，０４は東北部，０５は南部を各々意味する。

ファイル名に関する情報を利用しつつ，以下に示す手順を踏むことで，必

要なデータのみを抽出可能である。

１．ダウンロードしたファイルを一箇所ないし数箇所にまとめておく。

２．ファイル名一覧を取得する

３．ファイル名に含まれる情報から，必要なデータを含むファイル名を同

定する

４．必要なファイルのみを読み込む

本研究は，ダウンロードしたデータを統計解析環境Rを用いて取り扱うこ

とを考える。

データを読み込むことは困難ではない。しかし，読み込むデータは機械可

読性が低い。わが国における官庁統計によくみられるように，不要な空白や

行，文字列が挿入される。すべて削除する必要がある。削除しても，実用上

いかなる不都合もない。

上記不要な記号類を削除した後，困難は続く。機械可読性があるデータを

作成するには，タイ語マルチバイト文字を取り扱う壁が存在する。タイ語

OSを用いる計算機でない限り，タイ語を取り扱うには多くの壁が存在す

る。タイ政府が作成した統計調査結果報告であるから，タイ語が混在するこ

とはいたしかたない。とはいえ，扱いにくいことは間違いがない。

レイアウトが四半期毎に変わることはないことは幸いである。少なくと

も，地方別データは比較的整っている。都県別データは混沌の限りである。

労働力勢力と労働力率

上記を経て，地方別データを利用可能な型に整えた。図２および図３は，
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Figure ２: Current labor force。男性。２０００年-２０１９年第四四半期。単位：１,０００人。

Figure ３: Current labor force。女性。２０００年-２０１９年第四四半期。単位：１,０００人。

整えたデータを用いて作成した。２０００年第１四半期から２０１９年第４四半期ま

で，Current labor forceが年齢階級毎にどう推移したかを示す。
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図２および図３から，われわれは下記事実を見出すことができる。第一，

レジームスイッチが発生したと考えられる。レジームスイッチとは，観測不

能な出来事によって，時系列データが急激に変化する事象である（Hamilton

２０２０）。出来事は離散的な変数によって表現される。長期時系列データにお

いては，しばしば観測される事象である。われわれが有するデータについて

は，２０１３年第４四半期と２０１４年第１四半期の間に，顕著な増減がみられる。

バンコク都および中部においては著しい増加がみられ，北部・東北部・南部

においては著しい減少がみられる。いずれも明らかなレジームスイッチと認

められる増減が確認される年齢階級は２０代および３０代である。４０代について

は中部において顕著な増加が，東北部において顕著な減少が各々観測され

る。レジームスイッチが発生した理由は不明である。地域および年代によっ

て３倍程度の大幅増減が認められること，合計した場合にはレジームスイッ

チらしき減少が確認されないことを鑑みれば，Current labour forceが急激

に増減したとは考えにくい。調査方法が変更された結果としてレジームス

イッチが発生したと考えると自然である。しかし，レジームスイッチが発生

した前後に刊行されたLFS統計書を参照する限り，調査方法に変更はない。

第二，年齢階級・地方別に傾向が異なると考えられる。１５-１９歳階級は共

通して期間を通して微減する。４０代と５０代も地方を通じて共通に増加傾向に

ある。例外的に，北部における５０代は上昇傾向が２０１４年頃から減少傾向へと

転じる。２０代と３０代は，年齢階級と地方別にやや傾向が異なる。レジームス

イッチによる影響がみられることから，レジームスイッチ前後について各々

検討したい。レジームスイッチ前，バンコク都において２０代は減少し続けて

いた。発展途上国を脱して中進国へと移行する過程においてバンコク都は成

長し労働力も吸い寄せられるように想起されたが，実は減少一途であったこ

とは意外である。他地方においては横ばいであった。３０代も同様な傾向がみ

られる。

レジームスイッチ後，各地方における２０・３０代が示す傾向は変化をみせ
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る。バンコク都および中心部においては，さほどかわらないように見える。

北部においては，２０代が漸増するにつれて３０代が漸減する。２０１８年には２０代

が３０代を凌駕するに至る。こうした傾向は東北部においてもみられる。南部

はバンコク都や中心部に近いようである。

第三，女性は男性よりも大きく変動すると考えられる。バンコク都および

中部においてはさほどの変動はないが，北部・東北部・南部においては明瞭

な変動を観測する。また，女性における変動が，明らかに大きい。

変動をもたらす原因を考察するにあたって，労働力率推移が役立つ（図

４）。労働力率は，労働力人口を１５歳以上人口にて除した値である。１５歳人

口中に労働力に遭遇する確率を表現するとも言える。結果からすると，変動

が激しいタイ東北部女性における労働力率は，やはり変動が激しい。特に５０

代において，ついで３０-４０代において大きな変動を見せる。同世代が農業暦

に応じて就業して労働力となり，繁忙期が終わるとふたたび非労働力人口へ

と転化することがうかがえる。既往研究によれば工業労働力へと転換したは

ずであるが，なお一定勢力が季節変動する労働力としてとどまっていること

を示唆する。

不思議なことに，こうした明瞭な周期を有する変動は，他地域・性におい

ては観測されない現象である。他地域においては，農業暦に連動する労働力

＝非労働力移動はないのだろうか。また，なぜ同変動は東北部女性において

のみ観測されるのだろうか。なぜ５０代なのだろうか。

小括

本研究は，タイLFSデータが利用可能であるか検討することを目的とす

る。

データを抽出するために，本研究はタイNSOから必要なデータをダウン

ロードした。ダウンロードしたデータから必要箇所を抽出・統合した。抽出・
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Figure ４:地域・性・年齢階級別労働力率推移（２０１０-２０１９年，単位： %）

統合にあたって，本研究は統計解析環境（Ver. ４.０.２）を用いた。抽出にあ

たっては，マルチバイト文字処理とファイル名に含まれる情報を活用するこ

とが勘所である。抽出に用いた Rコードは，https://github.com/yuzuruu/la-

bourforce_Thailand/blob/master/LfsRegion.rを参照されたい。同Rコード

を用いることで多数あるファイルから必要な箇所のみ，繰り返し自動化しつ

つデータを読み込むことが可能となった。

読み込んだデータを用いて作図した結果，かなり興味深い事実が明らかに

なった。第一，レジームスイッチとおぼしき現象が確認された。ただし，こ

れが労働力勢力が激変したことに由来するか，あるいは調査方法変更に由来

するかは定かではない。今後さらに明らかにする必要があろう。

第二，年齢階級・地方別に傾向が異なることが確認される。わけても，２０・

３０代において，バンコク都・中部に分布する労働力が減少する一方，北部・

東北部・南部においては増加が確認される。タイにおいては，バンコク都・
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